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生没年 1883-1964
制作年 1910 年
技法・素材 ブロンズ
サイズ 180× 50× 46cm

D
A
T
AASAKURA Fumio 

朝倉文夫

《墓守》

化勲章を受章しています。多くの後
進を育てたことで知られますが、実
娘である摂、響子もまた芸術家とな
りました。
本作品のモデルとなっているのは、
朝倉が美術学校在学中に通学路で
毎日のように会っていた墓守のおじ
いさんです。自然の中に創作の源泉
を発見したいと望んだ朝倉は、学生
時代の日常風景であったこのおじい
さんの姿に注目しました。後ろに手
を組み、自然なポーズのを取る老人
の顔は笑っています。朝倉によれば、
「爺さん頗る将棋が好きだ。さうして
勝敗を爭つてゐる最中に時々何心
なく笑ふ。その笑ひ顔がいかにも
いゝ 」（朝倉文夫「『墓守』について」
（談）『美術新報』10巻 1号　1911

年）といっています。日本の彫刻に
大きな影響を与えたロダン作品のよ
うな主観的な表現を抑制し、普通の
人間の立ち振る舞いの一瞬を客観
的にとらえています。ほぼ等身大と
いう堂々たる大きさなのですが、あ
たかもモデルとなったおじいさんの
人柄すら表してるかのように、鑑賞
者にやさしくよりそうような雰囲気
を持っており、そのことが、現在も
多くの人々を魅了してやまない要因
の１つなのかもしれません。
本作品は、「朝倉文夫・摂・響子」
（1月17日～ 4月19日　近現代美
術室 B）に出品されます。

学芸係長（近現代美術担当）
山口洋三

《墓守》はどこにかざっていますか？
―2019年 3月 21日にリニューアル
オープンして以降、ご来館の方より
最も多かった質問がこれです。リニ
ューアル前は、1階南側入り口そば
に常に展示しておりましたが、ロビー
回りの彫刻の配置を再検討した結
果、リニューアル後は1階に展示し
ていた彫刻をすべて収蔵庫にて保
管し、都度展示替えでお見せするこ
とにしておりました。正直言いまし
て、リニューアル前はそれほど注目
され人気のある作品とは思っていな
かったので、これほど多くの質問が
寄せられたことに驚きました。と、同
時に、制作されてから100年以上が
経過した近代彫刻の先駆け的な作
品の魅力が今なお色あせないこと
を改めて実感しました。
朝倉文夫は、現在の大分県豊後大
野市の出身。東京美術学校（美校）
彫刻撰科に進学し彫刻を学びます。
彼の才能はすでに在学中より表わ
れていました。初めて出品した第二
回文部省美術展（文展）でいきなり
最高賞である二等賞を獲得。その後
の文展にて 7回連続で上位の賞を
受賞し、一躍日本彫刻界の若き旗手
として注目されました。1916年より
文展（1919年より帝国美術院展覧
会）の審査員を務め、1919年には
美校出身の若手作家による団体「東
台彫塑会」を創設して彫刻とその環
境を考える試みを実践。1921年に
は美校教授に就任。1948年には文



北
斎

歌
麿

1. 歌川国芳《宮本武蔵の鯨退治》
　 展示期間：1/28-2/24

2. 葛飾北斎《芥子》
 ミネアポリス美術館蔵
 展示期間：2/26-3/22
 Photo: Minneapolis Institute of Art

3. 喜多川歌麿《婦女人相十品　ポペンを吹く娘》
 メトロポリタン美術館蔵
 展示期間：2/11-3/1
 Image copyright ©The MetropoIitan Museum 
 of Art/ Image source: Art Resource, NY

4. 葛飾北斎《冨嶽三十六景　神奈川沖浪裏》
 ミネアポリス美術館蔵
 展示期間：1/28-2/24
 Photo: Minneapolis Institute of Art

5. 歌川国芳《其まヽ 地口猫飼好五十三疋》
 展示期間：1/28-2/24

6. 歌川広重《東海道五拾三次之内　庄野　白雨》 
 東京都江戸東京博物館蔵 
 展示期間：2/26-3/22

7. 歌川広重《名所江戸百景　大はしあたけの夕立》
 東京都江戸東京博物館蔵 
 展示期間：1/28-2/24
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広
重

写
楽

国
芳

8. 歌川広重《月に雁》
 ミネアポリス美術館蔵 
 展示期間：2/26-3/22
 Photo: Minneapolis Institute of Art

9. 東洲斎写楽《三代目大谷鬼次の江戸兵衛》
 シカゴ美術館蔵
 展示期間：通期
 Photography ©The Arts Institution of Chicago/  
 Image source: Art Resource, NY
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11 LECTURE / FEATURE

CALENDAR / TIPS12

04 ミドコロドコ？　
大浮世絵展

10 REPORT　
福岡市美術館開館40周年記念シンポジウム
「インカ・ショニバレCBEの
パブリックアートと福岡」　

学芸員と、みてはなし。

吉田博

《日本アルプス十二題 剱山の朝》ほか

06

00 見てから読むか、読んでから見るか
朝倉文夫
《墓守》

08 来館者にインタビュー



キ
ラ
星
の
ご
と
く
輝
く

人
気
絵
師
の
作
品
が
そ
こ
こ
こ
に
！

は
展
示
替
え
を
行
い
、
展
示
会
場
に
は
常
時

約
1
5
0
点
が
陳
列
さ
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
の
浮
世
絵
版
画
は
庶
民
の
芸
術
で

し
た
。
も
と
よ
り
退
色
し
や
す
い
材
質
で
あ

る
上
に
、
安
価
で
あ
っ
た
だ
け
に
雑
に
扱
わ

れ
る
こ
と
も
多
く
、
制
作
さ
れ
た
数
の
割
に

状
態
良
く
現
存
す
る
作
品
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
大
半
は
明
治
期
を
中
心

に
欧
米
へ
輸
出
さ
れ
ま
し
た
。
本
展
は
「
当

時
の
江
戸
市
民
が
見
た
浮
世
絵
の
素
晴
ら
し

さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
監

修
の
先
生
方
の
強
い
思
い
か
ら
、
日
本
国
内

及
び
欧
米
各
地
の
所
蔵
者
の
協
力
を
得
て
、

各
絵
師
の
代
表
作
の
う
ち
で
も
摺
り
、
保
存

と
も
に
優
れ
た
良
品
が
精
選
さ
れ
て
い
ま
す
。

5
人
の
絵
師
が
繰
り
広
げ
る
夢
の
競
演
は
、

ま
さ
し
く
浮
世
絵
芸
術
の
醍
醐
味
で
す
。
ど

う
ぞ
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
。

和
2
年
、2
0
2
0
年
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

イ
ヤ
ー
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

国
際
浮
世
絵
学
会
の
監
修
に
よ
る
大
規
模
な

浮
世
絵
展
が
、
い
よ
い
よ
当
館
で
開
幕
し
ま

す
。

本
展
は
喜
多
川
歌
麿
、
東
洲
斎
写
楽
、
葛
飾

北
斎
、
歌
川
広
重
、
歌
川
国
芳
と
い
う
、
浮

世
絵
の
歴
史
に
燦
然
と
輝
く
5
人
の
絵
師
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
国
内
外
の
美
術
館
、
博
物

館
、
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
等
か
ら
借
用
し
た

代
表
的
か
つ
状
態
良
好
な
浮
世
絵
版
画
作
品

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。歌
麿
は
美
人
画
、写

楽
は
役
者
絵
、
北
斎
と
広
重
は
風
景
画
と
花

鳥
画
、
国
芳
は
武
者
絵
と
戯
画
と
い
う
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
師
が
得
意
と
し
た
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
精
選
さ
れ
た
作
品
群
は
、
総
じ

て
約
3
0
0
点
。
作
品
保
護
の
た
め
会
期
中

令

2F

1

喜多川歌麿、東洲斎写楽、葛飾北斎、歌川広
重、歌川国芳という 5人の人気絵師の代表作
を、国内外から集めて一堂に会する大規模な展
覧会です。

◆ 会期 2020年1月28日（火）～ 3月 22日（日）
◆ 会場 2F特別展示室

大浮世絵展
―歌麿、写楽、北斎、 広重、国芳 夢の競演

EXHIBIT ION INFO

歌川国貞による春画の最高傑作『正
しょう

寫
うつし

相
あい

生
おい

源
げん

氏
じ

』を中心
に紹介します。本作は、摺りの技術の高さや、ほぼ全てのペ
ージに金・銀・青貝を用いた豪華な仕上げが見どころです。
多色摺木版画の頂点を極めた超絶技巧を会場でお楽しみく
ださい。

◆ 会期 2020年1月28日（火）～ 3月 22日（日）
◆ 会場 2F特別展示室

同時開催　まぼろしの春画 国
くに

貞
さだ

三
さん

源
げん

氏
じ

EXHIBIT ION INFO

江
戸
の
庶
民
か
ら
人
気
を
博
し
、
海
外
の
美
術
愛
好
家
の
ハ
ー
ト
を
射
止
め
、
い
ま
で
も
多
く
の
収
集
家
を
持
つ
「
浮
世

絵
」。
な
ぜ
浮
世
絵
は
、
こ
ん
な
に
人
の
心
を
掴
む
の
か
？　
そ
の
秘
密
が
分
か
る
（
か
も
し
れ
な
い
）
大
浮
世
絵
展
を
開

催
し
ま
す
。
担
当
学
芸
員
が
、
本
展
覧
会
の
見
ど
こ
ろ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

文　
主
任
学
芸
主
事
（
古
美
術
担
当
）
後
藤 

恒

歌川国芳
《みかけハこハゐがとんだいゝ人だ》
展示期間：2/26-3/22

《
正
寫
相
生
源
氏
》（
部
分
）
嘉
永
4
年（
1
8
5
1
）頃

彗
星
の
ご
と
く
現
れ
、
消
え
た
謎
の
絵
師黒

くろ

雲
き ら

母摺
ず

りの役者大首絵 28枚で鮮烈なデビュ
ーを果たすも、わずか1～ 2年の活動期間で姿を
消し、今でもその正体が議論される写楽。役者の
真の姿に迫ろうと顔を誇張した描写には前例がな
く、浮世絵界に衝撃を与えました。

《市川鰕蔵の竹村定之進》
ボストン美術館蔵
展示期間：通期

美
人
画
と
い
え
ば

こ
の
人
！

歌麿が得意としたのは、人物の上半身をアップ
にした「大首絵」。特に女性を描いた絵に定評が
あります。大写しにした女性からは、恋に悩み、
心をときめかす表情や、ふとした仕草に隠され
た心の動きなどが伝わってきます。

喜
多
川
歌
麿

《
婦
人
相
学
十
躰　

浮
気
之
相
》

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵

展
示
期
間 
1
/
28 - 

2
/
24

90年の生涯のうち、70年にわたって浮世絵の
第一線で描き続けた巨人。《冨嶽三十六景》な
ど風景画を中心とした錦絵の連作では、洋風画
学習の成果や、動感と緊張感に富む構図など、
それまでの試みが見事に開花しています。

森羅万象を絵にする

葛
飾
北
斎

《
冨
嶽
三
十
六
景　

凱
風
快
晴
》

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
蔵

展
示
期
間

：

2
/
26-

3
/
22

《其まヽ 地口猫飼好五十三疋》展示期間：1/28-2/24

歌
川
国
芳

国芳は、豊かな発想で次 と々アイデアを出し続
け、幕末の浮世絵界を活性化させた人物。特に
勇壮な武者絵や、三枚続の画面にワイドに展開
する歴史画や動物を擬人化させて描く戯画は、
時代を超えて現代人にも高く評価されています。

豊かなアイデアで
武者絵や戯画を描く

抒
情
豊
か
な

風
景
画
の
名
手

歌
川
広
重

若い頃は多彩な
ジャンルで制作をしていましたが、北斎の《冨嶽三十六景》
に刺激を受けてか、風景画を多く手掛けるように。宿場
の光景や付近の名所を、抒情的に描く《東海道五拾三次
之内》には、広重の魅力が凝縮されています。

《
名
所
江
戸
百
景　

亀
戸
梅
屋
舗
》
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
蔵

展
示
期
間

：

1
/
28 - 

2
/
24
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山に登りつつ、
ライターの仕事を行う。

米村奈穂さん

山に登りつつ、
銅版画制作を行う。

奥村完奈さん

専門は日本近現代美術。

学芸員（近現代美術担当）　忠あゆみ

吉
田
博

学芸員 山ガール

忠　吉田博は久留米出身で小さい頃か
ら山に登っていたそうですが、上京して
絵の勉強をする中で、屋外でのスケッチ
に熱中していきます。日本アルプスに登っ
た時の鮮烈な印象を、この《日本アルプ
ス十二題 剱山の朝》を始めとする連作に
残していると言われます。

米村　素晴らしいですね。朝焼けのこと
を登山用語で「モルゲンロート」と言い
ますが、まさにその時間帯を描いたもの。
劔岳に登ったことがありますが、「あの時
見た景色と同じ」と言えるくらい。吉田博
もあの場に一緒にいたのかな？

奥村　この色は誇張した表現に思える
かもしれませんが、本当にこの時間帯は
特別で、肉眼でこの色が見られます。前
日に雨が降って、空気がきれいに洗い流
された朝なのかな？と、湿度や空気、時
間まではっきり思い浮かぶようです。

米村　絵の奥と手前の遠近感もよく表現
されていますよね。手前はずいぶん空気
が冷たそう。この場所は、奥に見える山
頂に登る人たちがテントを張る場所。明
日登る山が正面に見えて、「本当に登れ
るのかな？」と緊張しながら眠る場所で
もあります。

忠　かつて
の日本では、 信

仰の対象としての理
想化された山や、風光明

媚な名所を描く習慣はありま
したが、近代になってヨーロッパか

らレジャーとしての山登りが入ってきてか
ら、見たままの景色が描かれ始めました。
吉田は、浮世絵と同じ技法で、まずは輪
郭を線で起こした下絵を描き、複数の版
木を制作して刷っています。1枚の絵で、
平均して30回くらい重ねていると言わ
れています。

奥村　この微妙なグラデーションは、最
終のイメージが脳裏にあって、レイヤー
の重ね方をよほど計算しているからこそ、
表現できるのでしょうね。おそらく同じ版
木で、色を変えながら刷っているような
感じがします。それにしても 30回も重ね
ているとは思えない透明感。

忠　吉田は油絵も描きますが、山の絵は
ほとんど版画ですね。

奥村　油絵だと迷宮入りするからかな？　
この空気がキーンと澄んだような透明感
を表現するのに、版画がよかったのかも
しれませんね。

忠　明治末期から大正時代には、版画
の美術的な価値を高めるために、描く・彫
る・摺るすべての工程を作者が行う「創作
版画運動」が起きましたが、吉田はそれ
とは異なるアプローチで従来の浮世絵

版画の分業制を用いながらより完成度
を高める「新版画」を志していました。完
璧主義で知られているので、職人さんた
ちを細かく監督していたはずです。

奥村　そして最後にこの煙の部分だけ
輪郭なしで摺り入れているあたり、本当に
巧み！

忠　エッセイに「近頃はスポーツ登山な
どが流行っているが、自分は美を愛でる
ために登っているのだ」というようなこと
を書いています。この絵を見ていると、そ
の言葉を思い出しますね。

米村　分かります。トレイルランニングを
している人たちは、サッと通り過ぎてしま
いますが、私はもったいない！って思うん
です（笑）。雲も花も木も、すてきなもの
がたくさんあって、どれも見過ごせない。

奥村　本当は日常生活でも山でも、等し
く見えているものはあるのだけど、山で
は雑音が少ない分、感覚が鋭くなって見
えやすく聞こえやすくなる感覚があります
ね。私は制作をするので稜線の形を簡単
にスケッチするのですが、後でそのライン
をたどっていると、身体の中に残った感
覚が蘇る感じがするのですよね。

米村　初めて屋久島で登山をした時に、
こんなことがありました。うれしくてパシャ
パシャとたくさん写真を撮っていると、傘
をさして座り込んで絵を描いている女の
子がいました。聞いてみると、一日そこで
木を描いていたそう。その時に、あぁこ
の子の身体には、ここの空気や時間がた
くさん染み込んでいるのだろうなと感じ
て、やみくもに撮影していたことにちょっ
と罪悪感が生まれました。もちろん帰っ
て見ると、写真でも楽しかったことは思
い出せるのですけど（笑）。

奥村　日本アルプスを描いた他の作品も
いいですね。九州の山ではないなと感じ
るのが、森林限界を越えて、地を這うよ
うな植物だけになった景色を描いている
ところ。大地の始まりを感じるようで、こ
ういう景色が現れてくるところが、私はと
ても好きです。

作品名 日本アルプス十二題 剱山の朝
作者名 吉田博
生没年 1876-1950
制作年 1926
技法・素材 木版・紙
サイズ 37.2× 25.2㎝

D
A
T
A

奥村　自然と人
間の対比もおも
しろいです。あく
までも自然の中
に少しの間お邪
魔している感じ。
《日本アルプス
十二題 鷲羽岳の
野営》も、人が入
ることでかえって数百年数千年変わらな
い景色がここにあったことを感じますね。
いま私たちがここに行ったら、この景色
の中に入ることができる。

忠　確かに、景色の中の人の存在感はい
いですね。実は吉田は人を描くのが得意
ではなかったようで、東京の風俗を描い
た作品もあるのですが、それはあまりよく
ない（笑）。

米村　それにしても、吉田博にはお礼を
言いたいです。「山にいる時の、あの感覚
を絵にして残してくれてありがとう」って。
 

忠　お話を聞いていて、私も山に登りた
くなりました。

見る人によって、様々に感じることができるのが、美術作品のお
もしろさの一つです。今回は、明治から昭和にかけて活躍した
版画家・洋画家の吉田博（1876-1950）の作品を、学芸員と、ふ
だんから山登りを趣味としている２人が、見て話します。

米村　雲をしっかり描いているのが、やっ
ぱり登っている人の絵だなと思います。
《日本アルプス十二題 五色原》の中央に
立ち上る雲なんて、これからの荒天を予
感して「怖い！」と思っちゃう。

◆ 会期 2020年1月28日（火）～ 4月19日（日）
◆ 会場  2F近現代美術室 A

近代美術と九州 第４期
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周
年
の
記
念
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11
月
3
日
（
日
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）。

フ
ァ
ミ
リ
ー
D
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真
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え
、
3
連
休
の
中
日
と
い
う
こ
と
で
、

当
館
も
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

訪
れ
て
い
た
来
館
者
の
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

❶岡山から、サルバドール・ダリ《ポルト・リガトの
聖母》を見に来ました
❷ダリはもちろんよかったのですが、初めて見た九
州派の作品が印象的でした。アスファルトや釘のよ
うなものが使われていて、地域柄、炭鉱が多いのが
関係あるのかな？などと考えながら鑑賞しました
❹岡山に住んでいるので、瀬戸内国際芸術祭などに
行く機会も多く、現代美術を見るのが好きです

❶糟屋郡から、ファミリー DAYの「初めてのベビーカーツアー」に参加し
に来ました
❷娘が、アニッシュ・カプーアの《虚ろなる母》に驚いていました。最初に
「まんまる！」と言って近づいた後、「あれ？穴が開いてる？」と見え方の変
化に気づいたようでした。角度や光によって違って見える様子が、とても
不思議な作品です　
❸リニューアルによって大濠公園から入りやすくなり、開放感が気持ちいい
美術館になりました　
❹独身の頃は、日本各地の美術館へ行っていましたが、最近は子育てに
忙しくて。そこで家族に読んでもらうために、自分で文章と絵を書いて「子
育て新聞」を作っていました。自分自身のリフレッシュにもなるんですよ

❶城南区から。公園を歩いていたら、「仙厓―小西コレク
ション」展があっているのを知って立ち寄りました　
❷仙厓の《猪図》のユーモラスさがよかったです。そこ
のけそこのけと言っているようなイノシシですね （教孝さ
ん）。仙厓の《花見図》は、陽気な感じがすてきでした
（朋子さん）　
❸リニューアルして、ミュージアムショップが大きくなって
楽しく選べるようになりましたね（教孝さん）

❶中央区から、ふらりと散歩がてらに
❷《出現》や一連のサロメにまつわる作
品を見て、最後までサロメが残虐なのか
崇高な性格なのかが分からなかったとこ
ろが印象的でした （諒さん）。神を誘惑す
る女性の作品が多く、モローの女性観が
気になりました。女性に狂わされないよ
うにしていたのでしょうか？　 （愛さん）
❹ふだんから 2人でよく美術鑑賞などに
でかけます。お互いに解釈が違うので、
話し合うのが楽しいです

❶中央区から「仙厓―小西コレクション」展
を見に来ました　
❷《箱崎図》や《玉せせり図》などの福岡に
関係ある絵が興味深かったです。仙厓さんが
いた当時から変わらないものと、今とは違う
ものがあるのがおもしろくて。「犬は昔もキャ
ン！と鳴くのだな」とか（笑）（明美さん）

❶東区から、「ギュスターヴ・モロー
展 サロメと宿命の女たち」を目的に来
ました　
❷東光院の仏像群が好きです。心を鎮
めたい時に、よく拝見しにきます。リ
ニューアルで仏像の神々しさが増した
ような気がします。撮影 OKなのもう
れしいですね、撮影しがいがあります
❹折に触れて、自分自身のスイッチを
切り替えるために、美術館や博物館に
足を運びます。空間そのものも、自分
によい影響を与えてくれるように感じ
ます

当館の感想を教えてくださいQ3

あなたとアートのふだんの接点は？Q4

印象に残った作品は？　Q2

今日はどこから、なにをしに？　Q1

❶長崎から、「ギュスターヴ・モ
ロー展 サロメと宿命の女たち」を
見に来ました。初来館です　
❷習作から完成に至る過程を見
ることができた《出現》がおもし
ろかったです（拓也さん）
❸長崎県美術館の新しくてモダ
ンな造りと比べて、歴史を感じる
重厚さがあって、どちらの美術館
もタイプが違って素敵ですね（真
智子さん）

❶大濠公園日本庭園で行われる、福
岡市民大茶会の前に、レストランを利
用しに来ました　
❷今日は作品を見ていないのですが、
改装前に行われた 「藤田美術館の至
宝　国宝曜変天目茶碗と日本の美」
展が印象に残っています（本多さん）　
❹お茶というのは、日本の美意識が行
き渡った総合芸術の一つだと思いま
す。お茶というのは、心を無にできる
時間。これは美術を鑑賞している時の
感覚と、とても近いと思います（中村
さん）

❶春日市から、ファミリー DAYに参加しに
来ました　
❷《南瓜》はやっぱり好きです。長野の美

術館にも草間彌生さんの作品を見に行ったんですよ　
❸今日のイベントは、娘もとても楽しんでいます。「ぬってみよう！はってみよ
う！」では、毛糸を虫に見立てて、物語をつくっていました　
❹娘は、1日のほとんどの時間を絵を描いて過ごしています。この時もブツ
ブツとお話をつぶやきながら描いているので、本当に好きみたいです

「 ちょっ と  お 話 聞 い て も  い い で す か
？

」

「 ちょっ と  お 話 聞 い て も  い い で す か
？

」

0708

小林明美さん

来館者
にイン

タビュ
ー

小林秀子さん

梅津教孝さん

松本いづみさん

西村拓也さん
西村真智子さん

尾方淳子さん尾方孝志朗さん

富岡愛さん

田川雅美さん

田川礼さん

富岡諒さん

本多浩子さん

中村千夏さん

梅津朋子さん
のだみつきちゃん

のだゆきこさん

西村大さん

のだちひろちゃん



詳しくは右記まで
お問い合わせください。

FFG資産づくり応援キャンペーン

もれなく全員にご購入額×0.3％の現金プレゼント！！
期間中、対象商品を30万円以上、新規資金 で一括購入いただくと

期間 2019年11月18日（月）～2020年3月31日（火）

2019年11月1日現在

対象商品 投資信託 ファンドラップ
期間中の「対象商品の購入合計金額」から「対象商品を解約した合計金額」を引いた金額になります。新規資金とは

ふくぎんホームページ ふくぎん 検索

■ふくぎんダイレクトコンサルティングプラザ

0120-788-324 携帯からも
OK！ ご相談メニュー 4

［受付時間］平日9：00～20：00 但し、銀行休業日は除きます。

※「投資信託」「ファンドラップ」は、市場動向等により投資元本を割り込むおそれがあります。
※ご検討にあたっては、「商品パンフレット」「契約締結前交付書面」および「目論見書」等の書面の内容を十分にお読みください。
［商号等］株式会社 福岡銀行（登録金融機関） ［登録番号］福岡財務支局長（登金）第７号［加入協会］日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会

資産運用

LECTURE /FEATURE REPORT

January-March 2020

つきなみ講座

毎月1回、当館館員が、自身の仕事、展示、研究、関心ごと
について語ります。聴講無料。直接会場にお入りください。

福岡市美術館ミュージアムイベント協賛企業・団体

2

◆ 会場 レクチャールーム（定員 54名）
◆ 講師 中山喜一朗（館長）

◆ 日時 2/15土  15:00~16:00

「R １と美術館
 ～画期的に新しい一年～

リニューアルオープン取材の様子

◆ 会場 レクチャールーム（定員54名）
◆ 講師 徳永昭夫（国際渉外担当）

◆ 日時 1/18 土  15:00 ~16:00

「灯明ウォッチングに見る技術とその展開～
 最近の事例を制作者の立場から～」 

1 「美術館の教育活動を知っていますか？
  エデュケーションからラーニングへ」

◆ 会場 レクチャールーム（定員 54名）
◆ 講師 﨑田明香（学芸員 教育普及担当）

3

11月の「ファミリー DAY2019」で行った「初めてのベビーカーツアー」の様子2009年 9月コレクション/コネクション展「灯明ウォッチング in 福岡市美術館」より

◆ 日時 3/28 土  15:00 ~16:00

昨年のいきヨウヨウ講座の様子

◆ 会場 アートスタジオ、コレクション展示室
◆ 講師 加藤隆之（福岡教育大学准教授）
◆ 対象 6 0歳以上の方ならどなたでも
◆ 定員 2 0人（応募多数の場合は抽選）
◆ 参加費 無料（ただし、コレクション展観覧料が必要です。
 福岡市、北九州市、鹿児島市、熊本市在住の 65歳以上の方は
 コレクション観覧料も無料です）

◆ 日時 2020年3/15 日  10:00 ~13:00

◆ 応募方法
往復はがきかメールにて。代表者の住所・電話番号と参加者全員の氏名、生
年月日、メールの場合は代表者のメールアドレスをお書きの上、下記までお送
りください。締切は 3月1日（日）必着。

◆ 宛先

〒 810 - 0051 福岡市中央区大濠公園 1- 6　
福岡市美術館「いきヨウヨウ講座」係
workshop@fukuoka-art-museum.jp

「色」をテーマに、絵を見た
後に、自分の気分にぴったり
くる色の絵具をつくります。

第6回いきヨウヨウ講座
「自分色をつくる」

ファミリー DAY2019レポート

11月 3日の開館記念日に合わせ毎年開催している「ファミリー
DAY」。今年は 11月 2日から 4日に開催しました。期間中は館内各
所で、子どもから大人まで美術・美術館をより身近に感じていただ
ける鑑賞や制作プログラムを実施しました。2日に実施したワーク
ショップでは一つの絵を鑑賞したあと、その中から好きなかたちを
選び、そのかたちの重さや手触りを想像し、いろいろな素材を使っ
て自由に作品を作りました。参加者の制作の眼差しは真剣そのもの
です。多くの来館者に恵まれ盛況のうちに終えることができました。
ご参加いただいた皆様、またご協力頂いた皆様、ありがとうござい
ます。次回もお楽しみに。 （学芸員 教育普及担当　上野真歩） 

インカ・ショニバレCBE 大型屋外彫刻作品《ウィンド・スカルプチャー（SG）I I》
（設置イメージ）
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本誌掲載の催しは当館主催のものです。他の催しやイベントの詳細は、当館ウェブサイトで随時お知らせします。また、催しの名称、会期などは変更となる場合がございます。

1

J
A
N
U
A
R
Y

2

F
E
B
R
U
A
R
Y

3

M
A
R
C
H

コレクション展示室
古美術

近
現
代
美
術
室 

A

企
画
展
示
室

近
現
代
美
術
室 

B

松
永
記
念
館
室

特
別
展
示
室

近
現
代
美
術
室 

C

東
光
院
仏
教
美
術
室

コレクション展示室 
近現代美術

通
期

東
光
院
の
み
ほ
と
け

開
催
中-

1
/
13

梅
田
哲
也　

う
た
の
起
源

開
催
中-

2
/
2

線
の
チ
カ
ラ

開
催
中-

1
/
19

不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
展

開
催
中-

1
/
26 

近
代
美
術
と
九
州　

第
3
期

開
催
中-

4
/
19

開
催
中-

4
/
19
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ハ
イ
ラ
イ
ト
① 

美
術
史
を
彩
っ
た
巨
匠
た
ち

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ハ
イ
ラ
イ
ト
② 

1
9
4
5
年
以
降
の
現
代
美
術

福岡市美術館をもっと楽しむための、
うれしい小さな情報を
取り上げます。

tips

ふくおか応援寄付

2
/
4-

4
/
12

2
/
4-

4
/
12

近
世
絵
画
名
品
展

茶
道
具
の「
次し
だ
い第
」

開
催
中-

2
/
2 

青
と
白
の
華
や
ぎ
|
染
付

開
催
中-

2
/
2 

使
う
器
／
見
る
器

1
/
17-

4
/
19 

渡
辺
千
尋

1
/
17-

4
/
19 

朝
倉
文
夫
・
摂
・
響
子

1
/
28-

3/
22 

大
浮
世
絵
展
|
歌
麿
、写
楽
、北
斎
、広
重
、国
芳 

夢
の
競
演

1
/
28-

4
/
19 

近
代
美
術
と
九
州　

第
4
期

美術館を訪れる楽しみの一つに、ミュージアムショップを
覗くこと、という方も多いのでは？　当館ミュージアムショ
ップでは、たくさんのオリジナルグッズを販売しています。

エスプラナード 195号（2019年 3月発行号）でも取り
上げた「こぶうしくん」をモチーフにしたマスコットや、
当館が所蔵する高取焼を現代の窯元が蘇らせた「写し」、
仙厓が描いた虎や藤田嗣治の猫をモチーフとしたキュー
トな博多人形などなど。さらに定番の
ポストカードやクリアファイルも
豊富に揃っていて、展示を見た
ときの「この作品を持って帰り
たい！」という気持ちを満たし
てくれるはずです。
また、12月まで開催していた企
画展「仙厓―小西コレクション」に
あわせて誕生した、マグネットや缶バッジ、トートバッグ
などの、ユーモラスな仙厓さんグッズは展覧会終了後も

販売しているのでぜひお手にとってご覧
ください。
新年にはオリジナル商品を詰め
合わせた「福袋」を数量限定で
販売予定です。中身は買ってか
らのお楽しみ！新年の運試しに
いかがでしょうか。

こ
ぶ
う
し
く
ん

こ
ぶ
う
し
く
ん

CALENDAR

3
/
31 -

4
/
12 

第
51
回
福
岡
市
美
術
展


